
【 利用規約 】 

1. 応募作品は応募者ご自身が撮影した単写真に限ります。比較明合成や明るさ・色調調整、

トリミングなどの一般的な編集は可としますが、組写真・合成写真・著しい加工作品は応

募対象外です。AI 画像生成ツール等により生成された画像、または AI による生成・合成

を主たる要素とする画像は応募できません。 

2.応募作品に使用される著作物、肖像については、応募者本人が著作権を有するもの、また

は権利者から事前に使用承諾を得たものとします。 

3.被写体に人物が含まれている場合は、応募者本人の責任において事前に被写体の承諾を得

るなど、肖像権等の侵害の問題が生じないことを応募の条件とします。 

4.応募作品に関して法律上の問題が生じた場合、応募者の責任および負担において、その一

切を解決するものとします。 

5被写体に第三者のブランド、ロゴ、看板、ネオンサイン等が含まれる場合、主催者が本コ

ンテストの趣旨に照らして不適切と判断した作品は、審査対象外または失格となる場合が

あります。 

ただし、本コンテストにベガルタ仙台賞を設けていることから、ベガルタ仙台に関連する

ロゴ、ユニフォーム、グッズ、スタジアム内表示等が、通常の撮影範囲において写り込む

場合はこの限りではありません。 

なお、公序良俗に反する内容、第三者の権利を侵害するおそれのある内容、その他主催者

が本コンテストにそぐわないと判断した作品は、審査対象外または失格となる場合があり

ます。 

6.インターネット経由以外の方法での受付は行いません。 

7.応募に伴い発生した費用はすべて応募者が負担するものとします。 

8.応募の時点で、応募者は本応募要項に記載の諸条件に同意したものとみなします。 

9.本応募要項に明記されていない事項については、主催者が最終的な決定権を持つものとし

ます。主催者の決定に同意できないときは、応募者は応募を撤回することができます。な

お、応募の撤回にともなう費用は、すべて応募者の負担となります。 

10.応募作品は応募を撤回した場合も含めて、いかなる事情においても返却いたしません。 

11.提出後の応募作品の著作権は、ゼライス株式会社に帰属するものとします。ただし、応

募者による作品の自作品紹介目的での利用は妨げないものとします。 

12.主催者は、ネットワークの不具合、コンピューターウイルスの影響およびサーバーへの

不正アクセス等主催者の支配の及ばない理由により、本コンテストの円滑な運営、安全性、

審査における公正性等を損なうと判断したときは、作品応募受付の全部または一部を延期

または中止することがあります。予めご了承ください。 

13.後述する展示会等における入賞作品の利用に際し、印刷等の都合上、入賞者の意図する

色調や表現が厳密に再現できない場合があることを予めご了承ください。 

14.本コンテストの審査結果に関するお問い合わせおよび苦情、異議申し立て等には一切応



じかねますので、予めご了承ください。 

15.未成年者の方は保護者の同意を得てご応募ください。 

16.過去のゼライスフォトコンテストや他のコンテスト等で受賞歴のある応募作品はご遠慮

ください。応募された作品が過去に受賞歴があることが判明した場合には審査対象外とさ

せていただきます。 

 

【責任事項】 

1.作品の取り扱いについては最善の注意を払いますが、データ送信中の事故、損傷および紛

失等につきましては、主催者は一切の責任を負いません。 

2.主催者は、ネットワークの不具合、コンピューターウイルスの影響およびサーバーへの不

正アクセスなど主催者の支配のおよばない事態およびそれに関連して生じた応募者の損害

等について、一切の責任を負いません。 

3.本コンテストへの応募に関連して応募者が何らかの損害を被った場合においても、主催者

は一切その責任を負いません。 

4.写真および動画応募作品で使用する被写体および著作物等については、被写体および原著

作者等の権利者から応募者が事前に使用許諾・承認を得た上で応募してください。 

5.応募作品に関し第三者からの権利侵害や損害賠償などの苦情、異議申し立てがあった場合

といえども、主催者は一切の責任を負わず、応募者がすべて対処するものとします。 

 

【主催者の権利】 

1. 本コンテストに協賛し賞品・特別賞等を提供する企業（以下「協賛企業」といいます）

は、ゼライス株式会社の承諾の上で、本コンテストの結果発表、受賞作品紹介その他本コ

ンテストまたは主催者等に関連する広報目的に限り、入賞作品を無償で利用することがで

きます。主催者は、本コンテストの応募作品を企業の広報活動を目的として、グループ各

社および主催者認定現地代理店（以下、主催者を含め「主催者等」と総称します）の管理

または主催するウェブサイト、公式 SNSアカウント、写真展、カメラ関連イベント、動画

関連イベント、展示会およびその施設等において、入賞作品を、入賞者の許諾を要するこ

となく無償で、クレジットを明記した上で、公表、複製、発表、公衆送信、展示、印刷、

領布、翻案および上映させることを許諾する非独占的な権利を永久に有するものとします。

主催者は、本コンテストの周知・広報を目的として、主催者が配布するチラシ等の広報物

を、協力企業・協力店舗が自社のウェブサイトまたは公式 SNSアカウントに掲載すること

を許諾します。ただし、掲載にあたっては、主催者が提供した広報物を改変せずに使用す

るものとします。なお、本コンテストに協賛し賞品・特別賞等を提供する企業は、本コン

テストまたは自社が提供する賞に関する広報目的に限り、入賞作品を無償で利用すること

ができます。 

2.主催者等は、入賞者の氏名と入賞作品名を、本コンテストに関連するウェブサイト、公式



SNS アカウントで発表します。応募者は「プライバシーポリシー」も併せてご確認くださ

い。 

3.主催者等は、前記の目的に関連して 

(a) 主催者等の管理するウェブサイトおよび公式 SNSアカウントにおいて、入賞作品の全

部または一部を利用してコンピュータグラフィックス等の画像効果ならびに効果音および

音楽等の音響効果を加えて表示することができるものとします。 

4.主催者は、前項に記載する以外の目的のために、応募作品または入賞作品を、無償で、公

表、複製、発表、公衆送信、展示、印刷、領布、翻案および上映させることを許諾する非

独占的な権利を永久に有するものとします。 

5.応募が応募要項に違反すると主催者が判断した場合、その応募は無効となります。なお、

応募無効についての通知はいたしません。 

6.主催者は、入賞後に応募者の失格が発覚した場合、入賞の取り消しおよび賞品などの返還

要求を行うことができます。 

7.本応募要項は日本国の法律に基づき解釈されるものとします。 

8.応募者と主催者との間で紛争が生じた場合については、被告側の本店所在地または住所地

を管轄する地方裁判所を第一審の専属管轄裁判所とします。 

 

 

【プライバシーポリシー】 

本プライバシーポリシーは、「ゼライス株式会社  個人情報保護方針」

(https://www.jellice.com)に基づくものであり、ゼライス株式会社（以下、「当社」といいま

す。）が開催する本コンテストに関して、個人情報の保護に関する法律及び関連法規の下、

当社が取り扱う全ての個人情報に適用されます。本コンテストへ作品を応募する際は、応

募者はエントリーフォームに正確な個人情報を入力し、主催者へ提供していただく必要が

あります。応募者は、自らの意志に基づいて個人情報の提供についてご判断ください。な

お、必要な個人情報を提供していただけない場合、主催者は当該応募を受け付けません。 

 

 

【個人情報の利用について】 

個人情報は以下の目的に限り利用できるものとし、それ以外の一切の用途には利用いたし

ません。 

1.当社が開催する「ゼライスフォトコンテスト 2026」（以下、本コンテスト）特設サイトや

当社ＳＮＳ公式アカウント、当社コーポレートサイト、その他当社発行物等への掲載を目

的に、応募写真を利用いたします。 

2.本コンテスト受賞時、賞品発送を目的に住所・氏名等を利用します。 

3.不明事項、確認事項が生じた場合、問い合わせのためにメールアドレスや電話番号等を利



用します。 

4.その他、当社における今後の企画立案や運営に反映させることを目的に情報全般を利用し

ます。 

 

【個人情報の開示について】 

当社では、本コンテスト応募者の同意なく個人情報を第三者に譲渡ならびに貸し出し等を

行いません。また、以下の場合を除き、個人情報を第三者に開示することはありません。 

1. 賞品を発送するため、発送業務を外部業者に委託する場合 

※賞品発送業務は当社にて行うことを想定しております。今後、外部業者へ委託する際は

情報の漏洩や再提供等が行われることのないよう、委託先には契約によって義務づけます。 

2. 本コンテスト応募写真を掲載する場合 

※応募写真を本コンテスト特設サイトや当社ＳＮＳ公式アカウント、当社コーポレートサ

イト、その他当社発行物等へ掲載する場合、必要に応じて外部制作会社へ写真データを提

供いたします。但し目的の範囲を超えて個人情報を使用させることはありません。 

3.当社ビジネスパートナー企業に対し、個人を識別・特定することができない統計データと

して開示する場合 

4.裁判所や警察等の公的機関から、法律に基づく正式な照会を受けた場合 

5.人の生命、身体および財産等に対する差し迫った危険があり、緊急の必要性がある場合 


